
私
は
な
ん
と
か
生
き
残
れ
た
が
、
三
月
十
五
日
、
再
び
中
国
共

産
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
運
よ
く
十
六
日
に
は
逃
走
し
た
。

私
は
こ
こ
で
、
大
和
田
と
二
人
、
平
陽
開
拓
団
の
集
団
が
阿

城
方
面
に
い
る
と
の
情
報
を
得
た
の
で
、
五
常
よ
り
鉄
道
線
路

の
上
を
歩
き
、
十
九
日
の
午
後
八
時
頃
に
阿
城
に
着
き
、
日
本

難
民
収
容
所
本
部
を
尋
ね
て
、
平
陽
開
拓
団
集
団
の
収
容
所
が

阿
城
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
の
嬉
し

さ
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
。
一
時
も
早
く
行
き
た
い
。
し

か
し
、
明
朝
で
な
い
と
訪
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
妻
の
生
死

は
判
ら
ず
、
一
夜
を
収
容
所
本
部
で
一
睡
も
せ
ず
、
翌
朝
平
陽

開
拓
団
集
団
（
団
長
井
久
保
陽
作
）
収
容
所
を
尋
ね
た
。
こ
の

と
き
井
久
保
団
長
が
「
堀
さ
ん
、
奥
さ
ん
は
生
き
て
い
る
よ
、

男
の
子
を
残
念
だ
っ
た
が
早
産
さ
れ
た
。
だ
が
現
在
は
高
熱
で

寝
て
お
ら
れ
る
が
、
元
気
だ
心
配
は
い
ら
な
い
よ
」（
召
集
の

さ
い
、
妻
が
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
）
と
言
わ

れ
た
。
七
か
月
間
余
り
の
避
難
、
逃
避
行
の
苦
し
み
が
一
度
に
脳
裏

か
ら
去
っ
て
行
っ
た
。
生
き
て
■
え
て
よ
か
っ
た
、
と
妻
の
手

を
し
っ
か
り
と
握
り
し
め
た
あ
の
時
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
阿
城
収
容
所
は
約
八
千
人
の
北
満
各
開
拓
団
の
収
容

者
が
お
り
、
四
千
三
百
人
余
り
が
死
亡
し
た
と
か
。
八
月
三
日

阿
城
を
出
発
、
十
月
十
二
日
博
多
港
に
上
陸
、
戦
前
の
軍
需
工

場
で
あ
っ
た
近
く
の
日
本
電
工
に
就
職
。
三
十
年
余
り
勤
務
。

現
在
妻
と
二
人
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

あ
あ
！
満
州
　 

石
川
県
　
久
木
孝
作
　 

渡

満

私
は
昭
和
二
年
小
松
商
業
を
卒
業
し
、
同
四
年
一
月
、
金
沢

第
七
連
隊
に
入
営
、
翌
五
年
に
除
隊
し
、
そ
の
年
の
九
月
に
、

満
鉄
経
営
の
撫
順
炭
砿
の
経
理
課
へ
就
職
し
た
。

昭
和
六
年
満
州
事
変
が
勃
発
し
て
以
降
、
石
炭
の
需
要
が
増

大
し
て
き
た
の
で
同
十
九
年
に
牡
丹
省
八
面
通
の
光
義
炭
田
の

開
発
に
移
さ
れ
、
撫
順
か
ら
約
百
人
が
出
張
し
て
当
っ
た
。
私

は
、
そ
の
経
理
副
科
長
と
し
て
、
二
十
年
二
月
光
義
炭
田
に
赴

任
し
た
。



と
こ
ろ
が
、
七
月
十
五
日
、
召
集
を
う
け
急
遽
、
山
海
関
の

阜
新
の
部
隊
に
入
隊
し
た
。
八
月
八
日
、
ソ
連
軍
が
越
境
し
不

法
侵
入
し
た
と
い
う
の
で
部
隊
は
出
動
、
十
六
日
、
国
境
の
虎

林
に
つ
き
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
知
っ
た
。

二
十
日
に
部
隊
は
解
散
と
な
り
、
急
ぎ
撫
順
市
の
自
宅
に
帰

り
着
き
、
炭
砿
庶
務
課
長
付
き
と
な
る
。

日
本
人
居
留
民
会

撫
順
市
に
ソ
連
軍
が
進
駐
す
る
と
い
う
の
で
警
察
署
や
市
役

所
の
職
員
は
拉
致
さ
れ
る
こ
と
を
虞
れ
て
皆
雲
隠
れ
し
て
無
政

府
状
態
と
な
っ
た
。

私
ど
も
は
、
会
社
幹
部
会
議
を
開
き
、
撫
順
市
民
の
避
難
に

つ
い
て
討
議
の
結
果
、
今
、
動
揺
し
て
は
却
っ
て
命
を
縮
め
る
、

全
市
民
踏
み
止
ま
り
撫
順
を
死
守
し
、
最
後
に
は
家
族
と
も
ど

も
自
決
の
覚
悟
と
決
し
た
。

そ
れ
に
、
宮
本
慎
平
炭
砿
長
を
、
日
本
人
居
留
民
会
設
立
準

備
委
員
長
と
し
て
協
議
し
、
九
月
十
三
日
、
私
の
上
司
、
大
石

重
義
庶
務
課
長
を
、
居
留
民
会
長
に
就
任
、
私
は
そ
の
副
課
長

と
し
て
、
総
務
、
渉
外
を
引
き
う
け
、
全
力
を
つ
く
し
た
。

避
難
民
の
救
済

撫
順
市
に
日
本
人
約
四
万
五
千
人
、
満
州
人
約
三
十
万
人
、

そ
こ
へ
奥
地
の
満
鉄
社
員
や
開
拓
団
員
が
な
だ
れ
こ
ん
で
き
た

も
の
約
四
万
五
千
人
を
社
宅
に
同
居
さ
せ
た
り
、
各
学
校
や
寺

へ
集
団
毎
に
収
容
し
た
。

避
難
民
で
健
康
な
人
は
み
な
炭
砿
作
業
の
労
賃
で
集
団
毎
に

自
活
さ
せ
、
衣
類
は
市
内
在
住
の
日
本
人
か
ら
供
出
を
願
う
な

ど
、
衣
食
住
の
確
保
を
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
、

発
疹
チ
フ
ス
が
蔓
延
し
、
バ
タ
バ
タ
死
ん
で
越
冬
し
た
二
十
一

年
の
春
に
は
収
容
所
に
よ
っ
て
半
数
以
上
の
死
者
を
出
し
た
。

ソ
連
軍
の
進
駐

ソ
連
軍
が
進
駐
し
て
く
る
と
、
先
ず
銀
行
を
接
収
す
る
と
聞

い
て
い
た
の
で
、
市
最
高
幹
部
と
、
協
議
し
、
市
内
の
銀
行
現

金
を
有
力
個
人
に
分
散
保
管
し
た
。

他
方
、
殺
気
だ
っ
た
ソ
連
兵
か
ら
、
全
居
留
民
を
助
け
る
た

め
に
女
性
か
ら
協
力
し
て
貰
い
た
い
と
一
定
の
保
証
を
し
て
約

四
十
人
を
ソ
連
兵
の
接
待
婦
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

予
想
通
り
、
八
月
二
十
七
日
か
ら
ザ
レ
ツ
ス
キ
ー
少
将
指
揮

下
の
ソ
連
軍
が
続
々
進
駐
し
、
凡
ゆ
る
機
関
を
接
収
し
た
。
し

か
し
、
文
盲
の
ダ
ワ
イ
部
隊
は
日
本
人
の
家
の
中
に
勝
手
に
上



り
こ
み
、
手
当
り
次
第
物
品
を
盗
り
あ
げ
る
等
、
筆
舌
で
つ
く

し
難
い
事
件
が
毎
日
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
居
留
民
会
へ
の
訴
え

が
殺
到
し
、
私
共
は
不
眠
不
休
で
、
そ
の
処
理
に
当
っ
た
。

八
路
軍
の
進
駐

二
十
年
の
暮
れ
か
ら
、
ソ
連
軍
に
代
っ
て
八
路
軍
が
や
っ
て

来
た
。
八
路
軍
は
、
比
較
的
規
律
は
よ
か
っ
た
が
、
共
産
主
義

を
発
揮
し
て
、
日
本
人
の
資
産
家
を
八
路
の
兵
舎
に
拉
致
し
て
、

「
君
の
蓄
積
し
た
財
産
は
中
国
人
か
ら
搾
取
し
た
の
だ
か
ら
、

五
十
万
持
っ
て
来
い
」

、「百
万
円
も
っ
て
来
い
」

、
と
攻
め
立

て
る
の
で
あ
る
。

家
族
は
、
そ
の
度
毎
に
民
会
へ
泣
き
こ
ん
で
く
る
。
私
は
通

訳
の
太
田
政
治
、

杉
原
寅
雄
の
両
氏
と
貰
い
さ
げ
に
交
渉
す
る
。

「
日
本
人
は
現
金
は
な
い
。
家
財
道
具
を
売
り
払
っ
て
現
金
を

も
っ
て
く
る
。
三
目
間
待
っ
て
く
れ
、
民
会
で
保
留
す
る
か
ら
、

本
人
を
帰
宅
さ
せ
て
く
れ
。

」
と
言
っ
て
釈
放
し
て
も
ら
う
の

で
あ
る
。
部
隊
は
一
週
間
余
り
滞
在
し
て
次
の
地
点
へ
移
動
す

る
。
そ
の
あ
と
又
々
新
ら
し
い
部
隊
が
来
て
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
す
の
で
あ
る
。
私
達
は
つ
く
づ
く
閉
口
し
敗
戦
国
民
の
哀
れ

さ
は
骨
髄
に
違
し
た
。

国
民
政
府
軍
の
進
駐

翌
、
二
十
一
年
三
月
二
十
日
、
国
府
軍
が
奉
天
方
面
か
ら
進

撃
し
て
来
た
が
、
奉
天
と
撫
順
間
で
、
八
路
軍
と
戦
闘
開
始
の

際
、
政
府
軍
が
民
会
に
対
し
、
負
傷
者
を
運
ぶ
タ
ン
カ
数
百
台

準
備
せ
よ
と
の
要
求
で
あ
る
。
そ
の
あ
げ
く
民
会
の
事
務
所
の

中
で
■
銃
二
、
三
発
発
砲
し
、
数
十
人
を
外
に
連
行
し
、
金
品

を
強
奪
し
た
。
そ
の
盗
賊
兵
の
な
す
が
ま
ま
を
咎
め
る
こ
と
も

で
き
な
い
敗
戦
日
本
人
の
哀
れ
さ
。

幸
い
、
満
鉄
社
宅
街
は
、
厚
田
美
寿
氏
が
自
警
隊
を
組
織
し

て
指
揮
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
難
を
の
が
れ
た
。
私
は
民
会
の

資
金
を
持
っ
て
裏
へ
逃
走
し
得
た
と
き
の
恐
怖
は
今
も
っ
て
身

に
沁
み
て
い
る
。

公
官
借
入
金
制
度
の
設
定

避
難
民
の
救
済
、
進
駐
軍
の
接
待
、
引
揚
準
備
等
の
た
め
各

地
区
と
も
多
額
の
資
金
を
要
す
る
の
で
、
そ
の
資
金
調
達
方
法

と
し
て
公
官
借
入
金
制
度
を
、
奉
天
の
満
鉄
、
北
條
秀
一
氏
か

ら
連
絡
を
う
け
、
大
石
会
長
と
私
が
奉
天
に
行
き
、
そ
の
内
容

を
聞
い
て
帰
り
、
早
速
実
施
し
た
、
一
世
帯
五
万
円
を
限
度
に

民
会
が
借
り
上
げ
、
日
本
へ
帰
国
後
、
政
府
が
返
済
す
る
と
い



う
も
の
で
あ
る
。

過
労
と
発
疹
チ
フ
ス
で
倒
れ
る

私
は
、
終
戦
以
来
、
居
留
民
会
で
昼
も
夜
も
東
奔
西
走
で
心

身
の
疲
労
そ
の
極
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
発
疹
チ
フ
ス
に
か

か
り
、
二
十
一
年
四
月
に
倒
れ
た
が
、
加
療
よ
ろ
し
く
一
命
を

と
り
止
め
、
七
月
引
揚
げ
に
病
床
か
ら
■
い
出
し
、
家
族
と
入

場
光
太
郎
氏
に
付
添
い
ね
が
い
、
コ
ロ
島
、
佐
世
保
を
経
て
、

七
月
末
、
郷
里
小
松
市
に
引
き
揚
げ
た
。
時
に
私
三
十
八
歳
、

家
内
歌
子
三
十
七
歳
、
長
男
繁
忠
十
五
歳
、
長
女
睦
子
六
歳
、

二
男
義
則
四
歳
の
五
人
家
族
で
あ
っ
た
。

引
揚
以
降

郷
里
に
引
揚
げ
て
以
来
、
健
康
回
復
、
二
十
一
年
十
一
月
よ

り
露
店
商
で
古
物
商
開
業
に
家
内
が
担
当
、
私
は
県
当
局
に
折

衝
し
て
、
恩
賜
財
団
同
胞
援
護
会
石
川
県
支
部
の
設
置
に
こ
ぎ

着
け
、
私
は
小
松
市
の
担
当
者
と
な
っ
て
引
揚
者
、
戦
災
者
へ

援
護
物
資
の
頒
布
事
業
を
始
め
た
。

な
お
、
昭
和
三
十
年
か
ら
小
松
市
議
会
議
員
と
な
り
、
六
期

二
十
四
年
間
つ
と
め
、
勲
四
等
の
受
章
に
浴
し
た
。
ま
た
長
き

に
わ
た
り
、
引
揚
者
同
盟
石
川
県
支
部
副
会
長
と
し
て
援
護
活

動
に
つ
と
め
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
三
池
信
理
事
長
と
中
西
陽
一

知
事
よ
り
感
謝
状
を
受
く
。
当
年
八
十
三
歳
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
四
十
五
年
　 岐阜
県
　
後
藤
英
子
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
満
州
チ
チ
ハ
ル
の
社
宅
で
た
っ

た
一
つ
残
っ
た
ラ
ジ
オ
の
前
に
社
宅
の
人
達
が
集
ま
っ
て
聞
い

た
「
終
戦
の
詔
勅
」
の
す
す
り
泣
き
の
声
が
伝
わ
っ
て
来
た
。

戦
争
に
負
け
た
。
こ
れ
か
ら
我
々
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
か
ら
の
私
達
の
生
活
は
逆
転
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、

主
人
は
軍
関
係
の
自
動
車
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
た
め
、
召
集

は
免
れ
た
。
社
宅
に
は
、
奥
地
か
ら
逃
げ
て
き
た
開
拓
団
の
方

達
を
入
れ
る
た
め
、
二
、
三
家
族
同
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

窓
に
は
板
を
打
ち
つ
け
、
鍵
は
厳
重
に
閉
め
、
一
歩
も
外
へ
出

ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
ソ
連
兵
や
中
国
人
（
満
人
）
が
鍵
を
こ

わ
し
て
侵
入
し
、
目
ぼ
し
い
物
、
特
に
ソ
連
兵
は
時
計
、
万
年

筆
を
欲
し
が
っ
て
盗
っ
て
行
っ
た
。
一
年
間
の
恐
怖
の
生
活
、




